荏原第五地区「区民まつり」
7月18日(土)、19日(日)に、杜松ホームにて「荏原第五地区区民まつり」が開催されました。今年は新しい模擬店や盆踊りも加わり、多くの来場者でにぎわいを見せました。
開会式では、松澤利行副実行委員長と平林繁雄運営委員長による開会宣言の後、カウントダウンに合わせて祝砲が打ち上げられると、会場は参加者も出展者も一体となってお祭りの始まりを喜びました。セレモニーに駆け付けた森澤区長は、開催への感謝と祝意を述べ、会場は和やかな雰囲気に包まれました。
　
豊町二丁目親和会『包丁研ぎイベント』
７月25日（土）、「包丁研ぎイベント」が豊町２丁目親和会事務所にて行われました。
シルバー人材センターとタイアップして行われたこの企画は今年で３回目。プロの料理人である研ぎ師に手入れをしてもらい、切れる包丁で楽しく料理をしてもらおうというものです。
この日も三徳包丁や菜切り包丁、果物ナイフなど、様々な種類の包丁が集まりました。３人の研ぎ師さんは何種類もの砥石を使い分けて、それぞれに合わせた手法で研いでいました。
豊町二丁目親和会の山﨑利秋会長は「猛暑の中、研ぎ手の方々ががんばってくれた。包丁を持ち寄ってくれた皆さんにもご苦労さまと言いたい」と感謝の言葉を口にしていました。

二葉神明町会『手作り提灯作成会』
７月26日（日）、手作り提灯作成会が二葉神明町会会館にて行われました。
９月19日（土）から行われる下神明天祖神社のお祭りにあたり、町会会館に飾る提灯の絵入れを子どもたちにしてもうことで、地域の伝統文化に対して親しみを持ってもらうことが目的です。
昨年に引き続き２回目となるこの催しに、今年は30名ほどが参加、子どもたちは好きなキャラクターや果物など、自由な発想でカラフルに描いていました。
主催した同町会青少年部の中山雅子部長は「子どもたち直筆の提灯を飾ることで和やかがお祭りになったらうれしい。来年以降もぜひ続けたい」と抱負を話していました。


